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平成 27 年 11 月 8 日 

 

平成 27 年 9 月鳴瀬川水系渋井川・渋川・名蓋川豪雨災害調査報告（第 2報） 

 

呉修一，森口周二，林晃大，保田真理（東北大学災害科学国際研究所） 

馬淵幸雄，堀合孝博（パシフィックコンサルタンツ株式会社） 

 

１． はじめに 

平成 27 年 9 月 10 日から 11 日にかけて，台風 17 号，18 号の豪雨により鳴瀬川水系渋井川の堤防決壊

に伴う洪水氾濫が大崎市古川で生じ，住宅の床上・床下浸水や農地の冠水など大きな被害をもたらした．

土木学会東北支部 H27 年度東北水害調査団は，9 月 12 日および 13 日に緊急調査を実施した．その後，

追加の調査を 9 月 26 日および 10 月 2 日，3 日に渋井川のみならず渋川，名蓋川で実施している．本報

告は，渋井川の被害状況に関する緊急調査結果に，新たな調査より得られた知見を加えた第二報である．

渋井川以外にも鳴瀬川水系多田川の支川である渋川，名蓋川の被害状況に関しても報告する．本報告は

最終報告でない速報であり，今後本文中の記述や数値等が変更する可能性がある点は了承されたい．な

お，本調査は，土木学会水工学委員会 H27 年東北水害調査団および社団法人地盤工学会東北支部と一部

合同で実施されており，報告書等での重複が存在する． 

 
図-1 鳴瀬川水系河川位置（北上川下流河川事務所 HP1)より） 

 

２．鳴瀬川水系渋井川（宮城県大崎市）の概要 

図-1 に渋井川，多田川および他の鳴瀬川水系河川位置 1)を示す．図に示されるよう，渋井川は多田川

出典：北上川下流河川事務所HP
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の支川であり，多田川は鳴瀬川へと流入する．多田川は流路延長約 35 km，流域面積約 126 km2の 1 級

河川であり，渋井川は流路延長約 7.88 km（宮城県知事管理区間 2）），流域面積約 18.6 km2の県管理河川

である．鳴瀬川本川で大きな被害は生じていないが，渋井川の 3 箇所で堤防決壊が生じ，大きな洪水氾

濫被害が生じた．渋井川の決壊に伴い，約 2,100 ha の浸水（東北地方整備局発表資料）が生じ床上浸水

178 戸，床下浸水 424 戸（大崎市，平成 27 年 9 月 15 日発表資料）の被害が生じた． 

 

３．雨量・水位の状況 

9 月 10 日から 11 日の多田川下狼塚地点，鳴瀬川三本木伊賀地点，鳴瀬川下中の目地点（図-2）におけ

る 10 分間雨量・水位の時系列を図-3に示す．また，江合川岩出山，桜ノ目，荒雄，下谷地地点，鳴瀬川

野田橋地点，吉田川新田橋，落合地点（図-2）の 1 時間雨量・水位を図-4に示す．10 日の 23:00 程度か

ら 11 日の 4:00 程度まで強い雨が観測され，鳴瀬川三本木地点では 11 日の 2:20 に氾濫危険水位を超過

している．水位のピーク時刻は，多田川下狼塚地点で 11 日 3:00，鳴瀬川三本木地点で 11 日 3:40，鳴瀬

川下中の目地点で 11 日 5:10 となっている．渋井川での住民からの聞き込み調査から，洪水氾濫は 11 日

午前 3:00 から 4:00 頃に発生したとの証言を複数得ている．多田川下狼塚地点で 3:00 以降水位の低下が

見られるが，渋井川合流部の上流に位置し距離があるため，堤防決壊との関係を議論することは難しい．

大崎市では，11 日 4:30 に避難準備情報(古川全地域)が発令されている．他の江合川，鳴瀬川，吉田川で

は，下谷地，新田橋，落合地点で氾濫危険水位を超過しており，吉田川の水位超過が大きいことがわかる． 

 
図-2 水位データの位置（Google Earth に加筆） 
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図-3 多田川下狼塚地点（左），鳴瀬川三本木地点（中），鳴瀬川下中の目地点（右）における 10 分間雨量・

水位の時系列 

 

 

  

図-4 江合川岩出山左上），荒尾（右上），下谷地（左中），鳴瀬川野田橋（右中），吉田川新田橋（左下）

落合（右下）地点における 1時間雨量・水位の時系列 
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本出水の雨量と過去の雨量を比較するため，古川および築館地点で観測された雨量の Depth-Duration

解析図を図-5 に示す．本出水と既往最大 72 時間イベント（2011 年 9 月）を比較している．本データは

気象庁で計測された 1976 年 4 月からの 1 時間雨量データに基づいている．図-5 より 1～12 時間程度の

短時間に強降雨が観測されていることがわかる．このような降雨は中小河川水位の急激な上昇をもたら

すため避難勧告等の発令が極めて困難である． 

 

 
図-5 古川および筑館における雨量の Depth-Duration 解析 

 

４．渋井川の決壊状況 

図-6 に堤防決壊地点(下流から A,B,C 地点)および渋井川，多田川の位置を示す．現地調査より，各位

置での決壊幅は，約 40 m, 約 15 m, 約 17 m であることが確認されている．宮城県の要請を受けた国土

交通省北上川下流河川事務所により，12 日には堤防の応急復旧が開始され，14 日には決壊箇所の応急復

旧が完成している．図-7に渋井川および多田川の河川堤防天端高を示す．本天端高は，現地 RTK 測量よ

り測定したものであり，堤防決壊部は応急復旧がなされた場所で計測した．図-7 に示すよう多田川の堤

防が渋井川より高いとともに，渋井川の多田川合流地点から決壊地点上流まで河川勾配が非常に小さい

ことがわかる．渋井川は多田川の支川であり，多田川の水位上昇に伴い渋井川の洪水流の多田川への流

入が困難となり合流部での背水（バックウォーター）効果により多田川の水位が下流側から上昇したも

のと推測される．堤防決壊後は，渋井川の水位低下に伴い多田川洪水の渋井川への逆流が顕著になり，浸

水拡大に寄与したものと推測される．この多田川からの逆流により堤防決壊後も渋井川の水位は高い状

態を維持し，第 2，第 3 の決壊が生じたものと推測される．住民からも多田川から渋井川への逆流が報告

されるとともに，著者らの調査からも洪水低減時に逆流が確認されている 3)．また，図-8 に示すよう河

川高水敷の植生が決壊地点 A から B にかけて上流側に倒伏しているのが確認され，逆流は決壊地点 B ま

で生じていた可能性が高い．以下，各地点の決壊状況を報告する． 
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図-6 渋井川，多田川および決壊箇所の位置 

 

図-7 渋井川，多田川合流部上流の堤防天端高 

 
図-8 植生の逆流方向への倒伏 
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４．１．決壊地点 Cの状況 

決壊地点 C は多田川との合流部より約 1.4 km 上流に位置する．図-9 に決壊地点の状況を示す．決壊

幅は約 17 m である(c)．水路は直線であり，堤防天端はアスファルト舗装されている(c)．調査より洪水

流の堤防越流痕跡は確認されなかった．決壊地点 C は図-7 に示すよう局所的に堤防が低くなっている．

しかしながら，下流堤防高と比較すると差異は小さく局所低下部から越流した可能性は低い．渋井川沿

いに農業用水路が存在する(a, b)．決壊地点 3 m 程度上流に，農業用水路と渋井川を結ぶ樋管(d)の存在が

Google Earth(a)および現地調査より確認されたが，決壊は樋管存在部の下流で発生しており，樋管が決

壊に影響した可能性はないと思われる． 

決壊部堤内側の状況を図-10 に示す．決壊部下流側裏のり面に洗掘の様子(a)が見てとれるが，河川堤

防からの噴出水や氾濫水による洗掘か浸透時の洗掘によるものと推測される．(b)~(d)に示すよう，氾濫

流による用水路金網フェンスの変形や植生の倒伏，土砂の堆積が堤内側で確認される． 

 

図-9 決壊地点 Cの状況(Google earth および国土地理院画像 4)に加筆) 

 
図-10 決壊地点 C堤内側の状況 
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４．２．決壊地点 Bの状況 

渋井川の決壊地点 B は多田川との合流部より約 0.6 km 上流に位置する．図-11 に決壊地点の状況を示

す．決壊幅は約 15 m である(c)．調査より洪水流の堤防越流痕跡は確認されなかった．堤防天端にアスフ

ァルト舗装はされていない(d)．水路はゆるやかに決壊部に向かって湾曲しており(a,d)，地点 B への流れ

の集中や 2 次流による侵食等が生じた可能性は排除できない．しかしながら，背水効果に伴い水位が上

昇し流速が抑制される状況では河川流速も小さい事が推測され，侵食破壊が B 地点で生じた可能性は低

いであろう． 

決壊部堤内側の状況を図-12 に示す．決壊部裏のり面には多くの崩落・すべり箇所(a,b)が存在し浸透流

が発生した痕跡が確認される．(c)に示すよう，氾濫流による用水路金網フェンスの変形や植生の倒伏，

落堀の形成が堤内側で確認される．稲は中央からやや下流側に広がるように倒伏している．このような

堤内地の状況から，決壊時に堤内側に大きな浸水（湛水）は生じていなかったものと推測される． 

 
図-11 決壊地点 Bの状況(Google earth および国土地理院画像 4)に加筆) 

 

図-12 決壊地点 B堤内側の状況 
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４．３．決壊地点 Aの状況 

決壊地点 A は多田川との合流部より約 0.2 km 上流に位置する．図-13に決壊地点の状況を示す．決壊

幅は約 40 m であり(c)，川幅と同程度である．水路は直線(a,b)であり，調査より越流は確認されなかっ

た．決壊地点 A 付近の堤防天端もアスファルト舗装はされていない(c)． 

決壊部周辺堤内側の状況を図-14 に示す．決壊地点 B と同様に，決壊部裏のり面には多くの崩落・すべ

り箇所が存在し(a,b)浸透流が発生した痕跡が確認される．(c)に示すよう，氾濫流による植生の倒伏が堤

内側で確認される．地点 A でも稲は中央からやや下流側に広がるように倒伏している．このような堤内

地の状況から決壊時は，堤内側は大きな浸水（湛水）は生じていなかったものと推測される． 

 

図-13 決壊地点 Aの状況(Google earth および国土地理院画像 4)に加筆) 

 
図-14 決壊地点 B堤内側の状況 
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４．４．決壊メカニズムに関して 

上記の決壊状況や直線水路，越流が確認されていない点等から，堤防決壊は浸透破壊に伴い生じた可能

性が極めて高い．実際に A 点，B 点付近の堤防裏のり面に多くの崩落・すべり箇所等が存在し，浸透流

が生じていた痕跡が確認される．つまり背水効果に伴い水位が上昇した状況が継続し，多数の箇所で堤

防への浸透が生じた可能性が極めて高い．また，今回の洪水で堤防決壊は左岸のみで発生したが，渋井川

の右岸側でも多くの漏水や浸透が生じていた．図-15 に示すよう，右岸側裏のり面でも広範囲にわたり崩

落・すべりが発生していた．状況によっては，左岸のみならず右岸側も決壊に至っていた可能性がある． 

 

 
図-15 渋井川右岸側の状況 

 

５．浸水状況 

 上記堤防決壊に伴い，渋井川左岸側の大崎市西新井地区では浸水被害が生じた．浸水の状況を図-16（国

土交通省東北地方整備局資料 5）より）に示す．渋井川左岸側の広範囲が浸水していることがわかる．図-

17に，渋井川周辺の標高断彩図（国土地理院 HP6）より）を示すが，標高の低い箇所を中心に浸水域が広

がっていることがわかる． 

 図-18 に，大崎市の浸水想定区域（おおさき防災マップ 7）より）を示す．今回洪水氾濫が生じた箇所

は，0.5~5.0 m の浸水が想定されていることがわかる．図-19に，本調査で測定した浸水深の分布を示す．

1.0 m 以上の浸水箇所が多数存在することがわかる．測定した浸水深の分布は，今後実施する洪水氾濫計

算結果の検証等に利用する予定である．図-19 より，洪水氾濫流は国道 4 号線を乗り越え流下している

が，国道 4 号線を境に浸水深の低下が少し見られる． 
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図-16 渋井川周辺の浸水状況（国土交通省資料 5））図-17 渋井川周辺の標高段彩図（国土地理院 HP6）） 

 

  

図-18 浸水想定区域（おおさき防災マップ 7）） 図-19 調査より得られた浸水深の空間分布 

 

 

６．渋井川の洪水氾濫のまとめ 

 上記渋井川の決壊・浸水状況は，平成 27 年 9 月 12 日，13 日に実施した現地緊急調査および 9 月 26

日，10 月 2 日，3 日に実施した追加調査より明らかになった被害状況の報告である．台風 17 号，18 号

に伴う豪雨により鳴瀬川本川での被害は小さいが，支川の渋井川で 3 箇所の堤防決壊による大きな洪水

氾濫被害が生じた．渋井川と多田川の合流部の背水（バックウォーター）効果により，渋井川の水位上昇

が継続し堤防の漏水・浸透を伴い堤防決壊したものと考えられる．堤防決壊後は，多田川からの洪水流も

渋井川に逆流し，浸水拡大に寄与したものと推測される．渋井川左岸 3 地点の堤防決壊要因は，現地の

状況より浸透破壊が生じた可能性が極めて高い．今後，河道部の洪水計算，洪水氾濫計算，堤防の土質調

査，浸透流解析等を通じて上記メカニズムを更に明らかにしていく予定である． 

決壊した渋井川の堤防の応急復旧は 9 月 14 日には終了しており宮城県と国土交通省の迅速な復旧対

応は極めて高く評価できる．  

 

浸水深 [cm]

渋井川

多田川

国道4号
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７．渋川の被害状況 

 鳴瀬川水系多田川の支川では渋井川以外にも渋川で堤防決壊が 3 箇所で生じるなど洪水氾濫被害が生

じた．渋川は，指定区間流路延長 22.68 km (宮城県知事管理区間)，流域面積 33.2 km2の河川であり 2)，

多田川に流入する．渋川・名蓋川および堤防決壊地点の位置を図-21 に示す．現地調査は，10 月 2 日お

よび 3 日に行っており，洪水発生から 3 週間程度経過し堤防の応急復旧も完成した状況であった． 

 

 
図-20 渋井川，多田川，渋川，名蓋川および各決壊地点の位置関係（国土地理院地図 8）に加筆） 

 

決壊地点 A の概要を図-21に示す．決壊地点 A は多田川合流地点から上流 0.9 km に位置する．渋川右

岸で決壊が生じ，決壊幅は約 20 m (a)である．本地点も多田川合流部からの背水効果に伴い水位が上昇

したものと推測される．右岸側橋脚部が洗掘されている状況が明らかである(b)．多田川合流部の背水効

果に伴い水位の上昇が継続し，堤防の漏水・浸透を伴い浸透決壊した可能性が考えられる．その後，堤防

決壊部からの洪水氾濫流に伴い橋脚部が洗掘したものと推測される．これは，橋脚部の洗掘に伴う侵食

破壊が生じていたならば，堤防決壊は橋脚上下流部で生じると考えられるが堤防決壊は橋脚下流部で発

生している点，また洗掘に伴う侵食破壊ならば橋脚部の洗掘は更に大規模になっていたものと考えられ

る点に基づいた考察である．堤内側には田んぼに洪水氾濫流に伴う落堀の形成，植生の倒伏や土砂の堆

積が確認される(d)．この落堀の位置も橋脚上流部であり，浸透決壊後に橋脚部が洗掘したことを裏付け

ている．決壊地点 A 周辺では，宮城県により堤防土質のボーリング調査が実施されていた．これは浸透

決壊メカニズムを明らかにするための調査である． 
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図-21 決壊地点 Aの状況(Google earth に加筆) 

 

決壊地点 Bの概要を図-22に示す．決壊地点 Bは渋川と陸羽東線の交差点直下流の右岸側に位置する．

農業用取水堰および樋管を通じて水を田畑に導水する箇所で 11.5 m の堤防決壊が生じた．これは水位上

昇に伴い樋管部周辺で洗掘が生じたためと推測される(a)．また，陸羽東線の線路防護用のコンクリート

護岸の接合部で侵食が生じた可能性も排除できない(b)．堤内側では，洪水氾濫流により落堀の形成，植

生の倒伏，土砂の堆積に加え，電柱の倒伏が確認される(d)． 

決壊地点 C の概要を図-23に示す．決壊地点 C は多田川合流地点から約 10 km 上流に位置する．渋川

の左岸で決壊が生じており，決壊幅は 13.5 m 程度である．堤防決壊地点上流の右岸・左岸ともに越流の

痕跡が散見された．決壊部堤内側に用水路が存在するが，堤内側の植生状況から用水路の増水の影響が

決壊に寄与した可能性は低い．本決壊地点では，右岸より左岸の堤防天端高が低いため越流が本決壊地

点に集中し越流破提が生じたものと推測される．堤内側では，洪水氾濫流により植生の倒伏と土砂の堆

積が確認される． 

以上，渋川の堤防決壊は，合流部背水効果による水位上昇に伴う浸透決壊（地点 A），取水堰・樋管部

での侵食破壊（地点 B）と越流の集中による越流破壊（地点 C）が原因と推測される．しかしながら，洪

水発生後 3 週間を経過し復旧作業を完了した時点での調査であるため，上記はあくまで推測の域である

点に注意されたい． 
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図-22 決壊地点 Bの状況(Google earth に加筆) 

 

 

図-23 決壊地点 Cの状況(Google earth に加筆) 
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８．名蓋川の被害状況 

 名蓋川でも堤防決壊が 3 箇所で発生し洪水氾濫被害が生じた．宮城県公表資料によると 3 箇所で堤防

決壊が確認されているが，現地調査では既に応急復旧が完成していたためか，最下流部の決壊箇所は確

認できず 2 箇所のみの決壊が確認された．名蓋川は，指定区間流路延長 24.9 km (宮城県知事管理区間)，

流域面積 24.9 km2 の河川であり 2)，多田川に流入する．堤防決壊の状況を図-24 に示す．決壊は多田川

合流部上流の左岸側で生じており，堤防裏のり面で多くの崩落・すべり箇所等が存在し，浸透流が生じて

いた痕跡が確認される．つまり合流部背水効果に伴い水位が上昇した状況が継続し，多数の箇所で堤防

への浸透が生じた可能性が極めて高い．この状況は，渋井川の決壊状況と酷似している．2 箇所で堤防土

質調査のためのボーリングが実施されていた． 

 興味深い点は，渋井川と名蓋川の決壊状況が酷似している点である．多田川合流部からの背水効果に

よる水位上昇に伴い漏水・浸透が両河川ともに決壊の要因である．しかしながら，浸水範囲は渋井川が格

段に大きい．渋井川と名蓋川は，流域面積は同程度だが，川幅は渋井川が約 40 m 程度に対して，名蓋川

は 30 m 程度であり渋井川が大きい．浸水域の差異が，単に川幅や河川流入量の影響か，それとも地形標

高，合流部水理特性や決壊後の逆流によるものか，他の要因によるものなのかを明らかにすることは，今

後の防災を考えた場合，極めて重要である．今後数値計算を通じてこの点を定量的に評価していく予定

である． 

 

 

図-23 名蓋川決壊地点周辺の状況(Google earth に加筆) 
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